
伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

● 問合先  長寿社会課医療保険係　（　 ☎㉓２１５３）

● 所得が低い人などへの保険料の軽減

年間の
保険料 １人当たり

51,800円

均等割額
被保険者に係る基礎控除（33 万円）
 後の総所得金額 × 9.88％

所得割額
＝ ＋

保険料が軽減される場合

● 被用者保険の被扶養者だった人の軽減

『基礎控除後の総所得金額』が 58 万円以下の人 ５割軽減

『基礎控除（33 万円）』を超えず、かつ被保険者
一人一人の年金収入が 80 万円以下の世帯

『基礎控除（33 万円）』を超えない世帯

『基礎控除（33 万円）＋ 26 万円 × 被保険者数』
を超えない世帯

『基礎控除（33 万円）＋ 47 万円 × 被保険者数』
を超えない世帯

９割軽減 均等割額  　5,100円

8.5割軽減 均等割額  　7,700円

５割軽減 均等割額  25,900円

２割軽減 均等割額  41,400円

平成 27 年度の 保険料のお知らせ

　平成 27 年度の後期高齢者医療制度の保険料をお知らせします。後期高齢者医療制度では、法律により２
年ごとに県内均一で保険料率が決定されます。

　保険料は、被保険者１人当たりいくらと決める『均等割額』と、被保険者の所得に応じて決める『所得割額』を
合計した額（限度額 57 万円）です。今回の保険料率は、平成 26 年度と同じです。

　所得などに応じて、以下のような軽減措置が設けられています。軽減を受けるために、改めて手続きする必要はあ
りません。

　世帯内の後期高齢者医療制度の被保険者全員と世帯主の総所得金額などの合計額が次の場
合は、均等割額が軽減されます。均等割額

　所得割を負担する人で、賦課のもととなる所得金額（基礎控除後の総所得金額など）が次
の場合は、所得割額が軽減されます。

※年金収入のみの場合は、年金収入 153 万円から 211 万円までの被保険者が該当します。

　後期高齢者医療制度に加入する前日において、被用者保険（健康保険組合や共済組合など）の被扶養者だった人は、
均等割額が９割軽減（年額 5,100 円）されるほか、所得割が賦課されません。

所得割額

保険料の計算方法（平成 27 年度分）

　厚生労働省や市の職員を名のり、医療費などの還付を理由にＡＴＭ（現金自動預払機）で現金を受け取るよう言
葉巧みに持ちかけて振り込ませたり、ＡＴＭの操作ができない人からキャッシュカードを預かって現金を引き出し
たりする『還付金詐欺』が全国で多発しています。市の職員などがＡＴＭの操作を持ちかけたり、キャッシュカー
ドを預かったりすることは絶対にありません。不審な電話には十分注意してください。

後期高齢者医療制度

注 意　全国で後期高齢者医療の『還付金詐欺』が多発中
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光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
（
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
）
は
、
春
か
ら
秋
に

か
け
て
の
晴
れ
た
日
に
高
濃
度
と

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
佐
賀
県

で
は
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃

度
（
１
時
間
値
）
が
０
・
12
ピ
ー
ピ
ー

エ
ム
以
上
に
な
り
、
気
象
条
件
か

ら
み
て
大
気
汚
染
の
状
況
が
継
続

す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
注
意

報
を
発
令
し
ま
す
。

● 

注
意
報
発
令
時
の
対
応

▽
外
出
を
控
え
、
屋
外
で
の
激
し

い
運
動
は
自
粛
し
ま
し
ょ
う
。

▽
窓
を
閉
め
て
、
で
き
る
だ
け
、

屋
内
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▽
目
や
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
ら
、

洗
顔
や
洗
眼
、
う
が
い
を
し
、

症
状
が
回
復
し
な
い
と
き
は
、

医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
た
び
大
川
内
公
民
館
に

障
害
者
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し

た
。
ま
た
、
講
堂
の
床
面
を
補
強

し
、
入
り
口
に
は
段
差
解
消
の
た

め
の
ス
ロ
ー
プ
を
取
り
付
け
る
な

ど
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
施
設

と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
た
も
の

で
、
公
民
館
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
住
民
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る

先
導
的
な
事
業

な
ど
の
た
め
に
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
よ
う
な
助
成

事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
入
を
財
源

と
し
て
い
て
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
や
普
及
を
広
報
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

● 

問
合
先
　

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
　
☎
㉓
３
１
８
６
）

大
川
内
公
民
館
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

共
生
の
地
域
づ
く
り
に
活
用
し
ま
す

　
事
前
に
登
録
し
た
人
の
住
民
票

の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
第
三

者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
そ
の
事

実
を
本
人
に
通
知
す
る
『
本
人
通

知
制
度
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

● 

通
知
開
始
日

　
６
月
１
日
（
月
）

● 

登
録
受
付
開
始
日

　
５
月
１
日
（
金
）

● 

通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

　
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本

（
抄
本
）、
戸
籍
の
附
票
の
写

し
な
ど

● 

通
知
の
内
容

　
住
民
票
な
ど
を
交
付
し
た
年

月
日
、
交
付
し
た
証
明
書
の

種
類
と
通
数

● 
事
前
登
録
で
き
る
人

本
人
通
知
制
度
が
６
月
に
ス
タ
ー
ト

住
民
票
な
ど
を
交
付
し
た
場
合
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

（
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
）

　
佐
賀
県
で
は
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
濃

度
が
１
日
平
均
１
立
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
（
国

の
暫
定
指
針
値
）
を
超
え
る
と
予

想
さ
れ
る
場
合
、
午
前
７
時
30
分

と
午
後
０
時
30
分
を
め
ど
に
注
意

喚
起
を
し
ま
す
。

● 

注
意
喚
起
時
の
対
応

▽
不
要
な
外
出
や
、
屋
外
で
の
長

時
間
の
激
し
い
運
動
を
で
き
る

だ
け
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

▽
屋
内
で
も
換
気
や
窓
の
開
閉
を

必
要
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患
の

あ
る
人
や
小
児
、
高
齢
者
な
ど

は
、
健
康
へ
の
影
響
が
出
や
す

い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
体
調
に

応
じ
て
よ
り
慎
重
に
行
動
し
ま

し
ょ
う
。

　
大
気
汚
染
物
質
の
注
意
喚
起
や
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、

県
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
伊
万
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放

送
、
西
海
テ
レ
ビ
の
Ｌ
字
放
送
、
各
公
民
館
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
情
報
を
入
手
し
て
、
次
の
よ
う
な
対
応
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

Ｐ
Ｍ
２
・
５（

微
小
粒
子
状
物
質
）

注
意
喚
起
や
注
意
報
発
令
時
に
は
、

情
報
を
入
手
し
、
備
え
ま
し
ょ
う

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
Ｐ
Ｍ
２
・
５

                          

● 

問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係（ 

　
☎
㉓
２
１
４
４
）

↑大川内公民館に新しく整備された障害者トイレ

▽
伊
万
里
市
に
住
民
登
録
し
て
い

る
人（
除
票
が
あ
る
人
も
含
む
）

▽
伊
万
里
市
に
本
籍
が
あ
る
人

（
除
か
れ
た
戸
籍
が
あ
る
人
も

含
む
）

● 

事
前
登
録
に
必
要
な
も
の

　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
な
ど
）

※
代
理
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状

と
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

● 

問
合
先
　

　
市
民
課
窓
口
係 

（
　
☎
㉓
２
１
４
３
）
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山
代
久
原
IC
〜
今
福
IC
間
５
・
５
㌔
開
通

西
九
州
自
動
車
道 
伊
万
里
松
浦
道
路
開
通
式
典

↑両県の地元の小学生（山代西・今福）と行われたテープカット

　
２
月
25
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

『
わ
が
ま
ち
・
わ
が
家
の
防
災
マ
ッ

プ
』
完
成
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
災
害
か
ら
住
民
の
生

命
を
守
る
た
め
、
住
民
に
よ
る
防

災
マ
ッ
プ
作
り
を
平
成
24
年
度
か

ら
３
年
計
画
で
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
最
終
年
度
と
な
っ
た
平
成
26

年
度
は
、
牧
島
地
区
や
大
坪
地
区
、

大
川
町
、
松
浦
町
、
山
代
町
の
全

61
行
政
区
で
完
成
。
こ
れ
に
よ
り
、

手
作
り
防
災
マ
ッ
プ
で
安
全
・
安
心

『
わ
が
ま
ち
・
わ
が
家
の
防
災
マ
ッ
プ
』
完
成
説
明
会

市
内
す
べ
て
の
行
政
区
で
マ
ッ
プ
作

り
が
完
了
し
ま
し
た
。
全
世
帯
へ
の

配
布
を
前
に
、
そ
の
活
用
方
法
を
徹

底
す
る
た
め
、
区
長
な
ど
に
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
武

雄
河
川
事
務
所
か
ら
説
明
を
受
け

た
後
、
木
須
東
区
が
防
災
マ
ッ
プ

を
活
用
し
て
実
施
し
た
地
区
防
災

訓
練
の
事
例
を
発
表
。
参
加
者
は
、

災
害
時
に
お
け
る
地
区
の
対
応
な

ど
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

↑木須東区の防災訓練の様子を発表する池田忠夫区長

　
３
月
14
日
、
西
九
州
自
動
車
道 

伊
万
里
松
浦
道
路
の
山
代
久
原
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
IC
）
〜
今
福

IC
（
長
崎
県
松
浦
市
）
間
の
５
・

５
㌔
が
開
通
し
、
松
浦
市
文
化
会

館
で
、
国
土
交
通
省
の
ほ
か
関
係

者
な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
し
、

記
念
式
典
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
場
所
を
今
福
IC
付
近
に
移
し
、

佐
賀
、
長
崎
両
県
の
地
元
小
学
生

と
と
も
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、
ト
ラ
ッ
ク
や
救
急
車
両
、
バ

ス
、
乗
用
車
な
ど
が
『
通
り
初
め
』

を
行
い
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
伊
万
里
松
浦
道
路
は
、
九
州
北

西
部
の
地
域
間
を
連
絡
す
る
西
九

州
自
動
車
道
（
延
長
約
１
５
０
㌔
）

の
一
部
を
構
成
す
る
延
長
17
・
２

㌔
の
道
路
で
、
今
回
開
通
し
た
区

間
は
、
２
車
線
、
無
料
で
通
行
で

き
る
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

　
こ
の
開
通
に
よ
り
、
本
市
、
松

浦
市
の
地
域
産
業
な
ど
の
発
展

や
、
災
害
時
な
ど
に
お
け
る
国
道

２
０
４
号
の
代
替
路
と
し
て
の
機

能
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
佐
賀
県
北
部
地
区
郵
便

局
長
会
総
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

若
い
局
長
さ
ん
が
多
く
、
活
気
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
昔

前
、
切
手
や
は
が
き
を
買
っ
た
り
、

手
紙
を
出
し
た
り
し
た
田
舎
の
郵

便
局
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
配
達
員
が
大
き
な
か

ば
ん
を
提
げ
、赤
い
自
転
車
に
乗
っ

て
郵
便
物
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

大
学
時
代
、
届
い
た
会
社
の
採
用

通
知
を
見
て
、重
ね
た
苦
労
が
い
っ

ぺ
ん
に
消
え
た
こ
と
や
、
隣
家
の

娘
さ
ん
が
手
紙
が
来
な
い
と
泣
き

べ
そ
を
か
き
、
逆
に
う
れ
し
い
便

り
が
届
け
ば
元
気
を
取
り
戻
し
、

返
事
を
書
い
て
小
走
り
で
郵
便
局

へ
向
か
う
姿
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

ま
さ
に
、
遠
く
離
れ
た
心
を
取
り

持
つ
の
が
郵
便
局
で
し
た
。

　
切
手
を
貼は

っ
て
ポ
ス
ト
に
投
か

ん
す
れ
ば
、
必
ず
送
達
さ
れ
る
こ

の
郵
便
制
度
は
、
日
本
で
は
イ
ギ

リ
ス
を
参
考
に
、
前
島
密
ひ
そ
か

が
明
治

３
年
に
提
唱
し
、
２
年
後
に
は
全

国
に
郵
便
網
が
敷
か
れ
、
ど
こ
か

ら
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
郵
便
物
が

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
女
優
の
中
村
メ
イ
コ
さ
ん
は
、

戦
時
中
、
母
親
と
上
海
へ
慰
問
し

た
折
、
兵
隊
さ
ん
た
ち
か
ら
「
内

地
に
帰
っ
た
ら
、
ど
こ
か
の
ポ
ス

ト
へ
」
と
何
通
も
の
手
紙
を
預
か

り
、
帰
国
後
、
涙
を
流
し
な
が
ら

投
か
ん
し
て
い
た
母
の
姿
が
忘
れ

ら
れ
な
い
、
と
述
懐
し
て
い
ま
す
。

そ
の
手
紙
に
は
、
ど
ん
な
言
葉
が

つ
づ
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

父
や
母
あ
て
の
遺
書
、
恋
人
へ
の

ラ
ブ
レ
タ
ー
、
そ
れ
と
も
、
い
い

な
ず
け
へ
の
別
れ
の
言
葉
だ
っ
た

の
か
。
あ
る
い
は
、
内
地
に
残
し

た
妻
に
子
ど
も
を
頼
む
と
い
う
内

容
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
郵
便
物
は
人
間

の
悲
喜
こ
も
ご
も
を
結
ぶ
媒
体
で

し
た
が
、
最
近
は
携
帯
電
話
で

メ
ー
ル
や
画
像
を
瞬
時
に
送
れ
る

時
代
に
な
り
、
美
し
い
字
で
手
紙

を
書
く
人
は
少
な
く
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
形
式
的
で
無
味
乾

燥
な
メ
ー
ル
と
は
違
い
、
手
紙
に

は
、
そ
の
人
の
気
持
ち
が
書
き
込

ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
４
月
は
、
就
職
や
進
学
で
家
族

や
友
達
と
離
れ
離
れ
に
な
る
季
節

で
す
。
近
況
を
知
ら
せ
る
た
め
に

手
紙
を
出
し
た
ら
、
新
鮮
で
気
持

ち
が
通
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
郵
便
局
は
、
今
は
民
営
化
さ
れ

て
い
て
も
、
地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
公
共
の
機
関
で
す
。

　
郵  

便
市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和
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